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1.始めに

平成12年4月から，海図に採用する測地系を日本

測地系から世界測地系れ町GS84）に変吏するに当た

り，海図に採用されている測地系が利用者に明石主に

判断できるようにするため，海図番号にwを付け
る等の文字による記述に加え，海図に使用するi'!.を

変更した．

海図の色を変更するに当たっては，はじめに各国

海図の見比べ， スキャナによる明度測定等の海図の

色彩状況の調査を行った．次いで，それらの結果を

いくつかの案に基づきテスト印刷を行い，踏まえ，

試刷版を用いて航海者等の海図利用者からの意見の

聴取，暗光下での視認性の確認，スヨTヤナを｛直つて

の明度調rj定を繰返し， F頂次絞り込んて さら

には，より環境に優しいインキの選択，高強度灯下

での尉光性の加速試験，摩擦耐性等の確認を行い，

海図の新しい色を決定した．

本稿においては，我が国を含む各国海図の乳状調

査の結果と，海図の新しい色を決める過程での検討

内容を報告する．

2.海図印刷の特徴

海図は国際商品として国際関での利用を確立する

ため，作成に当たっての原則的仕様が国際水路機関

(I狂0)で「ChartSpecifications of the !HO and 

Regulations of the !HO for International (INT) 

Charts （以下「海図仕様書jと呼ぶ）」として定めら

れており，我が国の海図もその基準に準じ作成きれ

ている．

海図仕様書の仕様から，海図印刷の特徴として以

下のものが挙げられる．［ ］内の数値は，

書の番号である．

海図仕様

(1) 墨（black），青（blue），マゼンタ（magenta),

(buff) （又は灰（grey））の4色が使われるバ7

[i40] 

(2）浅海部が青，陸上部がパフ

刷される［140,141, 142] 

（又は灰） でベタ印

(3) 

(4) 

子山部 (i翰間帯）が，青とパ7 （又は灰）の重

ね印刷lにより表現される［142,413] 

結果として深海部はインキは載らず，

まの色となる

紙そのま

(5) 利用の特殊性として，昼光下のみならず，夜航

海時の暗光下での視認性も確保きれなければなら

ない［140]

(6) 墨，マゼンタで表現される線，文字，小さな7ー

ク等が，ベタ印刷きれる青とパフ（又は灰）の上

に印刷きれることがある［140,143] 

インキは単一の顔料からなる藍（シアン： C),最工

（マセ守ンタ： M），賞（イエロウ Y），墨（プラックー
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K）の4種の基本イン~を混合（調合，誠肉，練肉）

して目的の色が調怒される．ベタ印刷に使用するイ

ン寺は，薄〈印刷するためメディウム（透明な展色

剤）の濃度が90%以上になるよう混ぜられる．更に

印刷l時に紙の上に載せるインキの量が調節され，最

終的に日に見える色が作られる．この状態では色イ

ンキ粒子は紙面の上に離散的に存在しており，結巣

として紙の色とイン寺の色がi昆ぎった色として見え

る．このため紙に色が付いている場合の発現色は複

雑である．灰色は援を透明インクと混ぜ，自の紙上

に薄〈印刷することで実現される．

実際には，各色に対応する 4枚の PS版と4穏のイ

ンキを用いるオフセット印刷lで墨，マゼンタ，陸部I,

浅海部の順に印刷される．

3.各国の海図の色の現状

色を変更した場合，占める而積の大きなベタ印刷

される浅海部（脊）と陸部（パフ（又は以））の影響

が大きいことから， i黄海部と陸部について各国海図

の色の特徴等を取上げる．

調査に使用した海図は，海上保安庁水路部が各国

間との海図交換を通じて集めているものであり， GS

図，東南アジア諸国等を取上げた．浅海部，陸部，

干出部分が大きく表現されている各国の海図複数枚

をランダムに選択した．

写真I～18には，実際の浅海部の表現，陸部の色

が比較できるようその一部を掲げる．写真を掲げた

海図の仕様を第1表に示す．写真は各辺約2分の1

に総ノトされている．

'1ef.’；l'.(:16は我が闘の従米の海図，写真17は浅海部だ

け色を変更した平成12年4月以降在庫補充のために

印刷（補刷）される日本illlJt也系の海図，写真18は新

しい色で印刷された世界測地系海図である．

3.1 浅海部を表示する色（膏）について

水深5mまでの浅海部は，官のベタ印刷で表現す

ること［411.6］になっており，各国主も濃淡はある

が青色である．

浅海部より深い部分の浅海域を強制するため，ベ

タ印刷とi司じ青色で（1）等深線の内側に 1胴の帯，（2)

網掛け，（3）ハッチの3通りの方法が推奨されている
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第1表の右欄に浅海域の表現の印刷方法を「ベ

タj，「帯J，「網j，「ハッチJと略称し浅いほうか

ら深いほうにかけ順に示した．表からベタ印刷を用

いてない国があることがわかる．中でもアメリカ

NIMAは，陸部も斜でありベタ印刷を全く行ってい

ない．

我が国は，浅海部は原JllJとして青のベタ印刷する

のみて1浅海域を二段階に区分していない．例外的

に国内海図として「明石海峡及び付近（海図番号：

131，縮尺 1I 45000) （写真15)J「j度久地港付近（海

凶番号： 240，縮尺 1/7500) Jの2図と，マラッカ・

シンガポール海峡関連の6図にハッチによる二段階

表示が行われている．また縮尺350万分の lのINT

海図に国際基準lこ従い200m等深線の内側に 1酬の

骨？を表示している．

浅海部を二段階に区分する各国の対応は以下の通

りである．

(1）等深線の内側に 1mmの帯を採用している国

フランス（写真6)' ドイツ（写真 7) 

(2）網掛けを採用している国

カナダ（写真1），ベルー（写真3），スウェーテ

ン（写真4），イギリス（写真5），スペイン，オー

ス｝ラリア（写真10），ニュージーランド（写真11)'

シンガポール（写真14)

(3）ハッチを採用している国

ポlレトガノレ（'lf’；R;7），中国（写真12，ただし， 1998

年以降には総掛けのものもある．細かなハッチを使

用しており，肉眼では斜線には見えない．）

(4）二段階区分していない国

アメリ力 NIMA（写真2），ブラジル，ノノレウェイ，

オランダ，イタリア（写真9），ロシア，韓国 （＇！デ真

12)' 日本

また，二段階区分している国の中で，メッシュの

異なる網掛けを使用している図としては，ヌラナダ（写

真 1），スヱーデン（'lj＇.’J'r4 ），ニュージランド（写

真11）がある．なかでもスェーデンは三段階に区分

している．何れも浅い部分ほど濃く見えるように網

点の而積率を変え，印脱している．
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写真 l カナダ

Photo. 1 Canada 

写真3 ペルー
Photo. 3 Peru 

写真5 イギリス
Photo. 5 U.K 
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写真2 アメリカ（NIMA)

Photo. 2 U.S.A. (NIMA) 
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写真4 スウェーデン

Photo. 4 Sweden 

写真6 フランス
Photo. 6 France 
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写真13 中国

Photo.13 China 
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写真15 日本 (131)

Photo.15 Japan (131) 

写真17 日本（112)

Photo.17 Japan (112) 
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写真14 シンガポール

Photo.14 Singapore 

， ．． 

写真16 日本（1061)
Photo.16 Japan (1061) 

写真18 日本（W1061)

Photo.18 Japan (W1061) 
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3.2 陸部を示す色（パフ又は灰色）について

陸部を示す色は，パ7Y._は灰色である．

灰色を使用している国は，前項で浅海部を表示す

る青の使い方で列挙した国では，アメリカ Nllv!A

(NOAA J毎凶は異なる）及び1983年と古いもので

あるがペルーの2力国で採用されている．何れも患

を網掛けすることで灰色を表現している．

日本を含めその他の国が使っている色はハブ色と

分類されることになるが，パフ（buff)は，色彩科学

ハンドブックの現代色名による E「i由でなめした子

牛または山羊の皮の色，澄黄色系の渋い色jとされ

ている．また， JISZ 8102 （物体の色名， 1985）に

よると「くすんだ赤みの黄色，色相？YR，明度6.5,

彩皮5，小麦色，こはく色に近い色jとされている．

小麦色より明度，彩度がともにわずかに低〈，こは

く色よりわずかに明度は高く，彩度が低い．浅海部

の背とは色相環の対極にある反対色で， i主海部を際

立たせる効果が期待され色である．

「ノミフjという名称は現代の日本では，使われる

ことが少なしパフ色を見ても「パフJとは表現さ
れることはないと思われる．各国の状況は，浅海部

を示す青と比べると違いが大きく，黄色系の色が当

てられているという手主度である．我が国が使用して

いる色は，武揚堂基準色ガイドによれば「色相7.6

YR，明度8.3，彩度2.6，ブ。ロセスカラー3原色解析

依c0, lvI 8, y 20 Jであり，赤みを帯びた黄色系
で， JISで規定するパフ色に比べると少し赤みが強

〈，明るいものである．

なお，灰色を用いる 2カj認を除乞陸部はいずれ

もベタ印刷lされている．

4.明度の測定

色彩の砕典によれば「視認性を規定する色の条件

のうちで最も重要なものは，背景と対象となるもの

の明度差であるjとあるように，視覚的弁別の条件

として色より明度が重要なことが知られている．ま

た，「輝度が数百分の 1cd/m＇以下の明るさに順応し

たときは，梓体が司J]るきを知覚するjとあり，色が

見えなくなる時光下では明度差が識別性を決めてい

る．
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視認、性を確認するためのデータとして，我が留の

海図を含め各同の海図の浅海部，子出音11，陸部，イ

ンキが載らず紙の色が残っている深海部について明

度を測定ナることとした．

印刷物の色の測定には通常分光iffll光緑が使われ

る目分光調lj光器は，可視域の各波長で反射率を連続

的に測定し，得られた測定僚から，前もって知られ

ている関数及びパラメータを用いて明度等を算出す

るものである．しかしながら，今凶は分光担lj光器を

使用できなかったので，簡便な方法としてス寺ャナ

を使う方法を採用した（スキャナ便利活用法）．ス

キャナは連続した単寸皮長ではなく， RGB3種の

フィ Jレターを用いて色測定が行われており，分光測

定恭のj瓜理と厳管には一致しない．ス寺ャナはパソ

コン（PC）の一般的な周辺機器であり，多くの所で

言十測ができる利点がある．

測定は， j主海部，干出吉'II，陸部，インキが載らず

紙の色が残っている深海部の各々が一定面積以上を

占めている海図の部分をスキャナの測定面に海図を

直接載せ，読込んだ？．スキャナにはEPSON社 GT

7000S型（A4サイズ，フラットベット裂， 600dpi,

カラ一CCD方式）を用いた．読込みソフトは

EPSON TW  AIN3を使用し，分解能300dpi，カラー

写真形式（フノレカラー）の条件で読込み， Blv!Pファ

イノレとして保存した．

紙の地色，浅海音11，干出部，陵音11の明度の算出に

は， AdobePhotoshop 5. OJを使用し，グレースケー

ノレ化L，墨，マゼンタが印刷きれていない 1cm'以上

の極力広い範囲を選択し，チャンネノレブラック値を

読み取った．インキの載り量は紙面の場所で異なっ

ており，同一海凶内でも測定値に差があるが，スキャ

ナでの読込み範閣の中央部の1箇所のみを測り代表

｛痘とした．

求めた数値は，理想的な蒸がO，同じく自が255と

なるが，実際に得られた4つの部分の値は150～250

の狭い範囲であること及びインクの量に比例するf直

とした方が直感的に理解しやすいので，255から引い

た値を「暗さ皮jとして第2表に示す．ここで定義

した暗き度は明度とは負の関係である．紙及びイン

キは変色，i旦色することから，表に示した海図は1997
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第 1表写真に掲げた海図
Table 1 List of Nautical Charts Shown in This Paper. 

写真番号 国 4'. 海図番号 縮尺（1/N) 印刷年月 （浅海浅郎海か部らの深表海示部へ）

カナダ 1313 15,000 1998年 1月 紙絹

2 アメリカ（NIMA) 52043 15,000 1998年 7月 網

3 ペルー 2171 50,000 1983年 6月 ベ告，縞

4 スウェーデン 921 60,000 1991年 2月 網，網，網

5 イギリス 2882 350,000 1999年 6月 ベ？！.網

6 フフンス 6903 25,000 1998年 8月 ベヲ，帯

7 ドイツ 47 30,000 2000年 4.l'lベ担，稽

8 ポルトガル 23 300,000 1987年 7月 ベイ民ハッチ

9 イ？！リア 自016 50,000 1998年 9月 絹

10 オース卜フリア 167 25,000 1997年 3月 ベヲ，網

11 ニュージーランド NZ61 200,000 1999年 4月 網，網

12 韓国 342 50,000 1998年12月 ベ？！

13 中国 9423 35,000 1997年 8月 ベヲ，ハッチ

14 シンガポール 101 10,000 1998年 9月 ベ告，絹

15 日本 131 45,000 1997年 7月 ベ？！.ハッチ

16 日本 1061 50,000 1997年 1月 ~？！ 

17 日本 112 18,000 2000年 6月 ~？！ 

18 日本 W1061 50『000 2000年 4月 ベ告

第2表海図の陸部，干出部， j曳海部及び紙の暗さ度
Table 2 Darkness of Colors used as Land Tint, Intertidal Area Tint, and Shallow Water Tint, 

and of Chart Paper 

国 名 海図番号 印刷年月
時吉』

写真番号
深海溺（紙面） 浅海部 干出部 陸部

カナダ 1313 1998年 1月 14 47 61 31 

カナダ 1315 1998年11月 12 50 60 31 

アメリカ（NIMA) 52043 1998年 7月 17 48 87 58 2 

アメリカ（NIMA) 94082 2000年 2月 19 46 68 46 

ブフジル 112 1999年 4月 10 70 88 31 

ブラジル 51 1999年 7月 16 72 81 43 

イギリス 2882 1999年 6月 8 35 61 42 

イギリス 2884 1999年 6月 23 38 59 38 5 

フフンス 6381 1998年 8月 15 57 57 31 

フランス 6903 1998年 8月 13 32 52 32 6 

ドイツ 47 2000年 4月 5 29 34 20 7 

ドイツ 7 1997年 7月 16 40 39 22 

イ告リア 6016 1997年 9月 15 42 25 9 

イ？！リア 6114 1997年 9月 18 33 18 

オーストラリア 167 1997年 3月 12 41 62 37 10 

オーストフリア 722 1997年 6月 13 52 73 37 

ニュージーフンド NZ533 1999年12月 15 37 42 38 

ニュージーフンド NZ61 1999年 4月 16 44 63 45 11 

韓国 342 1998年12月 17 28 47 17 12 

中国 9423 1997年 8月 17 65 81 30 13 

シンガポール 100 1998年 9月 16 44 63 45 

シンガポール 101 1998年 9月 14 37 89 47 14 

日本 1061 1997年 1月 17 29 33 30 16 

日本 112 2000年 6月 12 35 55 34 17 

日本 W1061 2000年 4月 16 35 58 39 18 
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年以降印刷されたものに限った．それより古い海凶

の用紙は，賞変しているものが多い．

スキャナによる読取りに当たっては，再現性，経

時変化の確認のための標準色見本（「自己色ハンドブッ

クjの実用カラーシート及びII本海関の部分片）を

常に読みこんだ．標準色見本の日本海図のiM定値か

ら，絶対値の再現性lま標準偏差で10税度，相対値（各

部分の値の差）は標準偏差5程度である．スキャナ

の経i時変iGは再現↑生の標準偏差内で無視できた．

得られた｛創立国別でも海図毎にばらつきは大きい

が，おおまかな傾向は窺える．海図の暗き度はイン

クの量に比例するので，浅海部のインキと陸部のイ

ンキを重ねる干出部が最も高いのは当然であるが，

浅海部と陸部の関係は一概には決まらない．陸部が

時いもの，明るいもの，両者同等のものが存在する．

多くの同では，浅海部が陸部に比べてH音くなって

いる．従来の我が伺は， j先海部，｜接部ほほ同ーであ

り，ニュージーランドも同様である．アメリカ

NIMA，英国，シンyケポーノレが陸部が浅海部より暗

い｛頃I白Jである．

5.経過と考察

今回の色の変史1丸見た目で従来の日本測地系海

i主！と違うと思ってもらえるようにすることが， F e義

的な日的で，二義的にはより見やすく，美しくを目

的とした．きらには，環境に優しいインキ，大量に

生産されている低燦なイン寺を使うことを念頭にお

、、Tこ
5.1 相違性の認識

異なる色・濃度で印刷きれている場合，同時に 2

閃を比べた場合は，相当程度微妙な差を議自ljできる．

しかしながら，今回の色を変える討的からはじっく

りと眺めて比較するのではなく，記憶されている色

とi限前の色の速いを一瞬で認識し，違和感を感じて

もらわねばならない．記憶されている色は色名とし

て記憶、から呼出されることから，色名が異ならなけ

ればならない．浅海部の青は各固とも同様な色調で

あり，異なる色名で記憶・認識させるのは困難と思

われる．

一方，陸部は灰色を除いても各国各様の黄色系で
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あり，色相， i農きを変更することで，例えば黄色と

褐色のように色名を変えられる可能性がある．陸部

のベタ印刷されている上には，墨，又は7ゼンタで

書かれる文字，線，小きなマークが重ね印刷される

ので，十見言E’j生からあまりj農くすることはできない．

また，薄くすると下出古~と浅海部の差が無くなり，

II音光下での識別性の低下の問題があり，色の濃さを

それほど大きく変えることはできない．この条件の

範囲内で黄色系の様々な色を調肉して，それぞれを

印刷し，更に載せるインキの最を変え印刷した試刷

肉を多くの人に確認して買ったが，従米の海図と完

全なi末日ljはできなかった．これは，従来の色が言葉

で表現しにくい色であることも原凶であろう．純色

に近い黄色をかなり濃く印刷した場合には，墨，マ

ゼンタの記事の視認、性，暗光ドでの弁別姓は確保で

きたが，従来の日本海図との違和感が大きすぎ，日

本人の色彩感覚からは外れるようであった．

このような経過を経て， l塗音IIの色を黄色系（パフ）

で色を変更するだけでは従来の海図を色から識別す

ることは無理と判断し， j火色系を採用することとし

た．

5.2 晴光下での視認性

夜航海時の海図室では，船橋の明るさと大きく変

わることがないよう調光器で明るさが調節されてい

るタングステン灯を使用しており，大変に暗い. I！音

い環境Fでは，人間の目は色の判断がつきにくく主

として明度を感じることから，明度差をつけること

が重要である．

明度は紙の深海部とインキが載っている浅海部等

との差は大きし全く見えなくならない限りは識7Jlj

が可能であるが，浅海部，陸部，千出音~は，照射光

の明るさに応じて区別ができなくなる.i主海音II，陸

部にはさまれる子山部閥がII音くなるにつれどちらに

認識されるようになるかは，安全上大変に重要であ

る．三者が相互に反別できない暗い状態では， i荷揚l

時以外l土陸化する干出部は陸に同化し， i主海部と区

別できることが望ましいと考えた．また，海域にお

いては深海部から浅海部， i二出者~にかけ明度は順次

下がり，危険個所ほど暗〈表現されていることから，

アメリカ，イギリス等に倣い陸部の明度を浅海部よ
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りも暗くすることとした．さらには，深海部をより

明瞭にするため，深海部とi黄海部の明度差を主主力つ

けるように考慮した．

I清光は，フィノレターによるのでなく，調光された

タングステン灯で実現されているため， l宿くなる以

外に， j照射光のスベクトノレが低淑1a~にシフトしてい

る．タングステンHのi邑常の使用状況における色温

度2800Kでは，可視域の光強度のスペクトJレ分布は

単純に長波長1m1で相対強度を増す分布であり， H音〈

調光（温度の低い）されたタングステン灯下では，

育の光が単純に弱くなる．しかし，同時にH古い場合

の暗順応l侍の視感度のスベクトノレが短波長Mに移動

する．相反する両者の合わきる効果は複雑で推定は

符易ではなく，最終的には実際に日で見て確認する

必要がある．

5.3 色の決定

海図のように定期的に印刷される場合は，印刷の

たびに基本インキを混合して作成するのではなく，

指定した配合比で基本インキがlltiもってイン寺会社

により混ぜ合わされたものを使用する．

昼光下での印刷物の見え方は予測可能であり，イ

ンキの概ねの設計は可能である．時光下での明度も

基本的な設計は可能であるカ九紙との関係もあり両

者の場合とも最終的には印刷し，長光F，晴光下で

確認する必要がある．

i主海部は青，陸部は灰色，浅海部より陸部の明j支

を暗くする，紙面と浅海部の明度差を大きくするこ

とを基本方針とした．低廉なイン者を使用するため，

灰色以外は大量生産きれている基本インキを使用

し，灰色のみを混合作成することとした．各色イン

キは適当な濃度になるようメディウムと混ぜ調悲し

たうえで，印刷時に紙而に載せる量を調節した.I灰

色は色インキを少量添加し，最適な色を探った．

イン寺の選定，調肉の初期設計は，美しき，現代

日本の流行等を考慮して色デザイナーによって行わ

れた．

明度は，インキの紙に載せる量に応じてドがる．

薄〈印刷すると明度が上がるため，明度を同じに保

つためには，墨をインキに混ぜる必要がある．以色

の場合には，畏を混ぜることはできないので， 1' 
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2又は3種の色インo¥-を混ぜる必要がある．灰色は

他の色イン寺を少量混ぜることにより，印象は大き

く変わり，深みが増す．

最終的には，浅海部とのバランス，マゼンタ，墨

で印刷される文字の視認性を確保し，穏やかでシ y

クな！忠じをI討すため，マセ守ンタ，シアン， イエロウ

を微量混ぜた限りなく灰色に近い明るい緑みの灰色

となった．

新しい浅海部の背は，従来の「パフjの｜接部の色

とも調和し， I清光下での視認性，弁別1'1'も少なから

ず改善されたこ左から，隊部を「灰色jの海図と「ノミ

7Jの海図を同一条件で印刷することとした．

5.4 環境に優しいインキ

海図は，最終的には廃棄物になり，印刷中に発生

するヤレ紙も同線廃棄物になる．インキは，それ白

身低毒'i'l'が望まれる以外に，燃焼処分においても高

温燃焼をしなくても有毒物質が生まれないもの，紙

のリサイクノレ利用を可能とするものを選択する必要

がある．

インキには，混合される石油系探発性有機物を減

らした大豆油インキを採用した．

5.結語

世界で刊行されている唯一（筆者調べ）の陸部を

灰色（grey）でベタ印刷している海図が，平成12年

4月以降刊行されている（'.1§：’真18）.同時に，測地系

の移行期間の間補刷される日本jj¥IJ)也系海図の浅海部

の色も新しい色に変更されている（写真17).

新しい｜安部の色は，「色相9司gy，明度7.9，彩度0.7J

（武揚t車内部資料）であり， JISZ 8102による表現

では「明るい紋みの灰色jときれる．色相9.9Yは黄

緑色で，マセ、ンタの反対色となっており，陸部にマ

ゼンタで印刷される記事の視認悼ーに貢献している．

i主海部は，「色相3.SB，明度7.7，彩皮3.9J（武揚

堂内部資料）であり，「うすい緑みの背jであり，従

来の「色相0.5PB，明度8.6，彩皮0.9J （武揚金基準

色カ、イド）にl七べ高彩度の鮮やか色となっている．

補刷される日本測地系の関においても従来からの陸

部の「パフjとの相性も良いようであるし， H音光下

での視認性，弁別性も向上したと思っている．
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海図では5穣類のインキを使い， 3穂のインキを いる．

共通にして日本担1）地系海図（パフ）と世界測地系海

図（灰色）を印榔し分けている．水路通報に添付さ

れる補正図は，関連する海図の用件に応じて4色又

は5色で印刷jしている．

実際の印刷に当たっては，高演色性蛍光管下で紙

面とベタ印刷而lの反射率の比を計調1）し基準内にある

ことを確認し，最終的に一定期間使用する印尉色見

本と比較することでb製品チェックを行い，出荷して

いる．インキは化学薬品であり製品ロッ｝関で微妙

な差異が避けられず，また様々な要図から供給が停

止されることもある．印刷色見本も紙を含め退色，

変色が遊けられないので，時々色全体を見直すこと

が望まれる．

スキャナによる読み取りは，明度（実際は暗き度）

の測定にしか使用しなかったが，RGB値から，XYZ

f直， Y.~y 11直変換することで，各国の特質，色彩文化

等の検討資料ともなりそうである．

印刷に伴う変動，海図内での変動，スキャナによ

る測定の経験が浅いこともあり，明度の測定値にも

かなりのばらつきがあったが，各国の色彩文化を受

けて海図の色が決まっていると想像きせられるほど

文字通りカラフルであった．

最後に，海図の色を検討するに当たり，地図の色

の使い方についてご指導頂いた法政大学森田喬教

授，並びに鮒平凡社地図出版水谷一彦氏，堀江元氏

に感謝申し上げる．

また，実際に目で見て確認するためのテスト印刷

を担当していただいた鮒武揚堂目黒工場の方々並び

に色彩の干昆点からインクの競合を扱当していたたeい

た河社の111本茂氏にお礼申し上げる．きらに，試刷

版を見ていただき色々な意見を賜りました多くの

方々にも合わせて感謝申し上げる．

水路部職貝としては，今井健三，上岡秀敏，斉藤

正雄，能登一明，長谷川秀巳，張関施門（敬称J職名

時）らによる熱心な討論があったことを付記する．

本稿が，今後に想定される，発色原理の異なるプ

リンター出力の海図の色の設計，基本水準面の定義

の変更時の対応，より見やすい，使いやすい海図へ

の更なる改良に当たっての参考となることを願って
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